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(1)  個人、団体からの民間寄附金と島根県及び大田市の拠出金で構成された石見銀山基金を創設して、「石見銀山とその文化的景観」の継続的な

保全活動の財源を確保して、住民団体等が実施する維持・保全活動等に対し助成が行われている（結果報告書Ｐ56及びＰ61参照）。 

 

(2)  観光客増加による交通渋滞や住民への悪影響を出さないため、文化遺産の構成資産外に無料駐車場を設置し、路線バスによるパークアンド

ライド方式を導入したが、その方式によっても排気ガス、騒音、振動等の環境問題が発生したため、坑道に向かう一部区間については徒歩で

観光する方式に変更し、環境問題を解消した（結果報告書Ｐ56及びＰ65参照）。 

 

(3)  観光客の増加を見越した出店希望が多くあったことから、地元自治会が出店希望者に対して、自治会への加入、保全活動への参加等を提示

するほか、景観を配慮した店作りを求めている（結果報告書Ｐ56及びＰ65参照）。 

 

(4)  スマートフォンの機能を活用した「世界遺産石見銀山・大田市観光ナビ」を導入し、景観を損ねることなく、スマートフォンをかざすこと

により対象エリア内の遺跡の解説等の表示、案内看板の外国語標記、音声ガイドが行われる（結果報告書Ｐ56及びＰ70参照）。 

 

 

２ 把握した事例のうち、関係行政の改善を図る上で参考とすることが適当と認められるもの 

 

【厳島神社】 

(1) 世界文化遺産の構成資産で、国の重要文化財（国宝含む。）に指定されている１寺社では、いくつもの落書き（書いたものや彫ったもの）が

確認されたが、文化庁長官へのき損届が提出されていない（結果報告書Ｐ75及びＰ79参照）。＜広島県教育委員会に参考通知＞ 
 

(2) 広島県が設置した案内標識について、目的地までの距離表示が誤っている例が１件みられた（次頁写真並びに結果報告書Ｐ102～Ｐ104参照）。

＜広島県に参考通知＞ 

なお、同一箇所には、廿日市市が同一目的地への案内標識を併設しており、その案内標識では、実測値による距離表示を行っていた。 
 

(3) 史跡に指定された世界文化遺産の構成資産内に、廿日市市教育委員会による現状変更等の許可を受けずに、飲食店への誘導看板が設置され

ている事例が１件みられた（結果報告書Ｐ83及びＰ92参照）。＜廿日市市教育委員会に参考通知＞ 
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【原爆ドーム】 

  特記事項無し 

 

 

【石見銀山遺跡とその文化的景観】 

  文化遺産の構成資産である温泉津沖泊道及び荒神社参道口に自然災害等によると考えられる倒木が道を覆っており、来訪者の安全な通行に支

障をきたしている。（結果報告書Ｐ102及びＰ103参照）。＜島根県大田市教育委員会に参考通知＞ 

  ※ 温泉津沖泊道の事例については、平成 27年３月 16日に大田市教育委員会により倒木が除去され、通行可能となっている。 

 

  （温泉津沖泊道）                    （荒神社参道口） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
















